
ほ場整備を契機とした営農体制の整備

活動期間：令和６年度～令和７年度

対 象 者：株式会社大輪

チーム員 : 青沼達也、大槻恵太、進藤友恵

課題NO.３



１ 課題の背景・ねらい

（１）背景
• 大和町吉田金取北地区は、令和３年に農地中間管理機構関連農地整備事業予定地区（受益面積

42.6ha ）に採択され、 担い手組織に地区内全ての農地を集積予定。

• 新たな担い手組織として、令和５年５月に（株）大輪が設立。同法人を核とした持続可能な営農

体制づくりに向けて、急激な農地集積への対応や法人経営の安定化が課題。

１

（２）ねらい

地区営農計画※ R5（現況）：０ → R６：０ → R７：１

※（株）大輪による営農計画の作成、地域への説明、地域の了解が得られたもの
【定量的数値目標】

経営概要：水稲37ha、大豆10ha（合計47ha）
園芸品目1.2ha（ピーマン、ねぎ、ばれいしょ、さつまいも、ブロッコリー、白菜）

構成員等：役員１名、正社員１名、パート社員３名

【(株)大輪 概要】

• (株)大輪を核とする地域営農体制の確立に向け、ほ場環境に適した農地利用が図られる。

• 収益性の高い農作物を安定して生産できるようになり、今後必要となる設備投資への見通しが立つ。

• (株)大輪の経営方針が作成され、従業員を雇用できる体制が整う。



２
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受益面積：42.6ha
受益戸数：32戸

・ 県立自然公園船形連邦・七ツ森に囲まれ、一級河川吉田川沿いに耕地が広がる中山間地域

約２ｋｍ

約３ｋｍ



• 法人の営農情報誌を発行、地域へ配布し、法人運営に関する地域の理解醸成
• 水稲乾田直播栽培の技術的支援（防除適期等の指導、情報提供）
• 営農管理システムを活用したほ場管理データの蓄積と大豆の団地化の指導

２ 活動内容 （１）地域営農体制の確立と農地の効率的利用支援

３

水稲の乾田直播の様子 営農管理システムの指導



２ 活動内容 （２）高収益作物の安定生産支援

ねぎ（58a）

• ばれいしょなど一部で発生した生育不良に対し、土壌診断等の技術的支援
• ピーマンの連作障害が発生したため、次年度の作付品目の検討支援

４

ピーマン（12a） ねぎ（58a）

さつまいも（21a） ばれいしょ(11a） はくさい(11a)

ブロッコリー(12a)



２ 活動内容

• 決算（第２期）を踏まえ、経営の安全性、収益性、活動性、採算性を分析・説明
• 第２期を終えての自社の経営状況や課題について意見交換を実施
• 今後の経営判断基準となる経営理念の重要性について指導

５

（３）経営方針の作成、雇用体制の整備

経営診断結果を用いた指導の様子



３ これまでの活動成果

• 農地整備事業推進協議会をはじめとして、地域住民らの法人運営に対する
理解が深まっている。

• 乾田直播を行うためのほ場条件や防除適期などの知見が蓄積された。

（１）地域営農体制の確立と農地の効率的利用支援

（２）高収益作物の安定生産支援

（３）経営方針の作成、雇用体制の整備

６

• ねぎ、ピーマン、ばれいしょは収穫に至り、安定生産に向けた課題が明確
化した。

• 栽培時の連作や高温対策への意識が高まった。

• 資金繰り手法の習得などによって会社の安全性を高めていく意識が醸成された。
• 雇用体制の整備に向け、まずは経営理念の必要性を理解し、理念の設定に向け

た検討が開始された。



４ 今後の対応

• 収益性や作業効率を踏まえた、土地利用計画と営農計画の作成を支援し、
金取北地区における持続的な営農について地域の理解を図っていく。

• 乾田直播等の技術に加え、ほ場整備を見据えたスマート農業の情報提供等
により、農地利用の更なる効率化を図る。

（１）地域営農体制の確立と農地の効率的利用支援

（２）高収益作物の安定生産支援

（３）経営方針の作成、雇用体制の整備

７

• 品目別収支や作業競合を踏まえ、品目選定を支援する。
• 安定した収量の確保と作業効率化に向けて、必要な設備導入の検討を支援する。

• 専門家派遣等を活用し、経営管理手法（特に資金繰り）の取得を支援する。
• 経営理念の設定に向けた話し合いや、変形労働時間制による就業規則の作成を

支援する。
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